衛星による海氷状態変化の監視 by 榎本, 浩之 & ENOMOTO, Hiroyuki
研究の目的
高緯度域の環境変化として、海氷域の急速な変化が報
告されている。衛星リモートセンシングは有力な海氷
域観測手法であるが、得られた情報を総合して研究解
析に使用することはあまり実施されていなし、。
複数の海氷観測データの整理・統合をはかり、研究
進展に有効なデータを検討する。
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オホーツク織の織法ヂ…タとして以下のようなものがある。
時間／当世間分解能、情報内務が異なる。
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タ…などとしての利郊で、緊急性を渡米されない場合は、
マイク口波が迷続観測が出来て使利である。分解織は総くても良い昨
機難，災：奪紡j上という観点からは、務総さという点からMODIS.st->
RADARSATが滋ましいひしかし、連続（余天候、殺夜）、議新情報
（数日寺側以内）という点ではAMSR-E鯨波磁波ブラウズ鋭機の爽期検
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制オホ｝ツタ織機実容の構成域は多くのヂ…タ公織が行なわれている晶
療境変動の捻織としての織法織灘、海難紡訟のための滋永綴瀦な
ど愈々な降車告があるが、議者の場合は接持特性、連絞投が求められ
ぷ［J辞接持ミとしては時節分解識がよいヂ…タが対応寸るがA蹴SR－琵
官襲ブラウズ選法i之容j鶏しやすいものであったα
説換が議まれれば娘。勝、議麟j誌が合えば設ADA灘SATl土大変護学
織なパダ｝ン惑と見せてくれる。
議氷分布の変化は、さ訟に鱒氷の移動iとよりおきるで、海氷灘動訟
提畿しておくことが議獲でめる。サハラン中央部では事多数は単織
であるが、機部では織の彩縦により；擬維と成っている。 lO Ok糊
以下の構殺と議さきの議議事会主必饗とさまる。
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